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巻　頭　言

　近年の情報通信分野の急速な進歩や，環境・省エネルギー問題の高まりに対応し
て，パソコンや携帯電話などの電子機器，自動車や家電製品のモータ，トランスな
ど電気，電機部品やその筺体には，宵2,スチールでは，基幹鉄鋼材料である薄板，厚板，鋼管などの製品を自動車，

造船，土木建築分野に広く採用していただいておりますが，電機・電気・電子機器
分野に対応した材料にも優れた製品，ユニークな製品を幅広く揃えております。本



JFE技報 No. 8（2005年 6月）

は，軽量化や高容量の点からリチウムイオン二次電池が主流となってきており，JFE
スチールグループでは，リチウムイオン二次電池の負極材料として球晶黒鉛を，正
極材料としてニッケル酸リチウムを製品化しております。リチウムイオン二次電池
は，現在携帯電話，パソコンなどのモバイル機器への搭載が主体ですが，今後ハイ
ブリッド車や電気自動車といった自動車への搭載も期待され，そのための改良も鋭
意進めております。また，高速充放電が可能な電気二重層キャパシタが注目されて
いますが，その電極材料として高容量の活性炭も独自の製法で開発しております。
携帯電話の中に使用されている振動子もＩ癲ル


